
県外観光客動

1概 要

●はじめに

これまでは、各地域の観光または商工関連団体等に委託してアンケ
ー ト調査

を実施 していたが、調査精度の均
一
化を図ることや調査結果に対する分析を行

うことを目的として、調査方法の変更を行つた。

平成 19年 の調査から観光関連業務経験を持つ委託事業者 (1社 )の 調査員に

よる対面聞き取 り方式のアンケ
ー ト調査を採用 し、あわせて調査箇所について

も見直しを行い、10地 区から 8地 区 (モネの庭、中津渓谷を廃止 し、室戸岬、

龍河洞、ゆとりすとパ
ークおおとよ ・道の駅大杉、桂浜、土佐和紙工芸村、黒

潮本陣、四万十川観光開発 観光遊覧船乗場、足摺岬)に 変更して実施 した。

とりまとめにあたつては、アンケ
ー ト調査に基づく全般的な傾向等について

記載するとともに、それぞれの調査項 目について、その特徴的な事項の説明を

加えた。また、別記として観光客のコメン ト (抜粋)を 記載することにより、

特徴的な意見のとり,まとめを行つた。

なお、暦年の調査のため、参考資料は冬春夏秋の順に表示している。

●個人旅行が圧侮1的に多い高知県

今回の調査で改めて個人旅行、特に家族旅行が多いことが判明した。また若

者層で特定の目的 (サ
ーフィンやカヌー、バイク

・ツー リング、キャンプなど

アウトドア系)を 持つ化旅行者が多いことも特徴 といえる。その観光客が本県

を訪れたきつかけは、専門誌から情報を得たのではなく、ロ
コミ情報が広がつ

ている印象であり、旅行者の多くが 「PRを 上手にすればもつと全国から人が集

まるのでは」という好意的な意見が出されている。

【参考1】四季別旅行形態割合 (%)

齢ぱ 1人 家族 知人口友人 団体 その他

冬 51 32 4 2

春 63 25 0

夏 6 68 24 2 0

秋 6 54 30 9

年 間 8 59 28 4
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【参考1】四季別旅行形態害1合(%)
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●観光客の四季別傾向

正月前後は家族旅行が、それを過ぎると友人知人による日帰 り旅行など

が多かった。

GW期 間は、家族旅行や友人同士らの旅行が多かった。また、四国人十

人ヶ所まわりやバイクでのツ
ーリングも目立った。

よさこい、帰省、アウトドア (サ
ーフィンやキャンプ)を 目的に来た方

が多かつた。

龍河洞や桂浜へ四万十川などで団体客が目立った。団体客は、旅行会社

の四国内を周遊するツア
ーや、
一
泊二日の職場旅行、町内会やサ

ークル

仲間の日帰 り旅行などである。

久

●旅行の目的は 「食」が多かつた

今回の旅行の主な目的として 「地元の食べ物」の声が多かった。特にカツオ

のタタキのおいしさを絶賛する意見が多く、カツオを食べに高知へ来たとい う

家族が多数あり、また高知市内の宿泊者からは、居酒屋でも料理がおいしいし、

ひろめ市場の雰囲気もいいとの意見がだされた。

今後の取組みとしては、カツオのタタキ以外の食の情報をどのように発信 し

ていくかが課題である。

●高速道路が整備されてきたが、料金が高い

高速道路のアクセスの整備に伴い、本県に車で訪れる観光客は、中四国地方

や関西地方に加え、中部地方あた りまで広が りをみせている。 しかし観光客か

らは、四国に渡る時の瀬戸大橋、明石 ・淡路などの本四架橋代の高さに不満の

声が聞こえ、「橋代が半分になればJと い う感想も多かった。

四国 。高知へのリピ
ーター客を増やすためにも、四県が共同で取 り組む課題

として検討が必要である。

秋

100%80%0%

春

夏

秋
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【参考2】発地別入込利用交通機関別割合(%)

九州→中縄
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1目鉄道
圏バス 軍串動車

□飛行機 ■バイク ロその他 |

バス I観光 口貸切 口路線バス 自 動車 :自家用車 ・レンタカ
ー そ の他 :フ ェリ

ー、自転車、徒歩など

0観 光案内看板への意見

ETCや カーナビを取 り付けている車が多く、主な観光地まではナビが誘導 し

てくれるので、観光案内看板については 「あまり見ないのでわからない」とい

う声も多くあった。反面、ナビを使わず案内板を利用 している観光客の方から

は、「わかりやすい」と 「わかりづらい」の両方の意見がだされた。

特に郡部に行くとナビの有無にかかわらず不安になる部分もあり、四万十川

の 「佐日の沈下橋」などは 「迷つた」、「狭い道に入つていつた」などの声が寄

せ られた。また、足摺岬は清水まで 3つ のル
ー トがあり、どのルー トが最も適

当であるかの情報がないことや、室戸岬などの遊歩道の案内板を整備するべき

などの意見も受けた。

ナビを利用する場合は目的地までは誘導されるので、その近辺へ着いてから

の満足度を高める必要があるようだ。また、ナビを利用 しない方の場合、使 う

側の立場に立って誘導 してくれる案内板の要望の声が多かった。

●平成 19年の調査を振 り返つて

冬の 12月 31日 ～1月 2日 は観光客も多いが、その前後 (特に年末)は 少な

かった。GWは 観光客の多さが目についた。夏、秋もお盆や連休などに調査 し

たが、GWの ような集中した人出ではないものの、多かった。
一
年を通じたア

ンケー トから、特に 12月 ～ 2月 の冬場の時期に観光客を誘致する魅力づくりに

ついて、関係者による検討が必要であると言える。
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2 年 代別入込割合

(表3-1)年 代別観光客割合 (%)

年

年 代
16年  1 17年 18年    19年

対前年比

1 9年/1 8年

10 代

20   ヤ t

30 代

40   十 七

50 代

60代以上

2    1     3

25    1    24

23    1    23

1 6    1    1 6

1 9  1   1 9

1 5  1   1 5

3          2

23        21

24        26

1 6       1 8

20        20

1 4    ,    1 3

67

91

108

1 1 3

100

93

今回の県外観光客動態調査では、アンケー トはすべて対面であり、1グル
ー

プに 1名 (1回答)を 徹底した。その中で家族旅行では金額などの設間がある

ため、どうしても家計を握る親世代が回答するケースが多くなり、対前年比の

比較では 10代・20代 ・60代の数値より、30代 。40代が高くなったと思われる。

従って、実際は若者層の観光客がもう少し多いのではないかと予測される。
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(表3-2)年 次別日帰り客・宿泊客割合 (%)

宿泊勤

年
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本県への観光は平成 18年 、19年 とも、日帰りと1泊 2日 の旅行を合わせる

と 75%を 占めている。その中でも 19年 の特徴は 1泊 2日 の旅行が減 り、日帰

り旅行と、2泊 3日 以上の長期滞在の旅行が若干ではあるが割合が増えている。

日帰 り旅行の増加はガノリン価格の急騰などによる影響で、旅行 日数の差 し控

えが原因として考えられる。

家族旅行などの個人旅行や、旅行会社のツア
ーは別 として、社員旅行は

一泊

二日、町内会旅行などは日帰 りが多く、ともに 「もう
一
泊してもらう」ための

工夫が必要と考えられる。

(表3-3)四 季別日帰り客口宿泊客割合 (%)

日'予り 1,白2日 2)白3日 3泊 4日 4泊 5日 5泊6日以上
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4 発 地ブロック別入込

%
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(図3-4)発 地ブロック別割合
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(図3-4)発 地ブロック別

【参考】 19年発地ブロック別その他の割合(%)

北海道  1  東 北  1北 陸B新潟 1 甲信。東海

19年

ネその他8%の 内訳を100%に て表示

例年とほぼ変わりない数値になつた。 しかし特徴もあり、アンケ
ー トの回答

者は九州 ・沖縄地方より、愛知県を中心とする甲信越 ・東海地方の方が多いと

い う結果になった。これは高速道路の整備が進んだことに伴い、自動車利用に

よる観光の範囲が四国 (高知)ま で広がったものと推測 される。また、四国人

十八ヶ所を巡礼するお遍路さんの数も増加 していると考えられる。
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(図3-5-1)ブ ロック別口四国 (%)

徳島県
25(24)

(図3-5-2)ブ ロック別・近畿 (%)

和歌山県
4( 3 )

奈良県 _
7 ( 6 )

京都 府

H(10)

(図3-5-3)ブ ロック別・中国 (%)

どの調査地点でも多かったの

が愛媛県からの観光客だった。い

の町の土佐和紙工芸村は通過点

として多いのは当然として、中土

佐町黒潮本陣も目立った。徳島県

の観光客は、室戸岬や大豊町 (ゆ

とりすとぱ―く。道の駅大杉)の

日帰り観光が多かった。

数値的には大阪府が落ちて、そ

れ以外の関西地区が平均的に伸

びた結果となった。これは大阪周

辺の地域からの入込みが増えた

結果だが、高速道路が整備されて

行動範囲が広がり、四国 (高知)

が観光地として認識されてきた

結果ではないか。関西から四国ヘ

は、淡路～鳴門自動車道ルートか

ら入つてくる観光客が多い模様。

山口・広島が減 り、日本海側の

鳥取 ・島根が増えている結果とな

つた。岡山県からは桂浜 ・龍河

洞 ・黒潮本陣などへの日帰 りが多

く、
一
泊したくなる情報提供が必

要と考えられる。

島根県
鳥取県    8(6)
6 ( 4 )

山田県
10 ( 1 3 )

香川県

32(37)
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5 旅 行日数

(図3-6)発 地ブロック別県内旅行日数 (日)

北隆口新潟 甲 信。東海  近 畿 九州→中縄  平 均

田18年  四 19年

前年と比べて変動が大きかったのは北海道だが、サンプル数が少ないので
一

つの回答で数値が大きく変動する要素がある。観光客が多い四国 ・中国 ・近畿

方面はほぼ前年と同じ旅行 日数になっている。これをどう伸ばしていくかが課

題である。

(表3-7)年 代別旅行日数(加重平均) 単位 :日

19年 18年   1  17年   1  16年   1  15年

1 0  代

20  代

30  代

40    +t

5 0  代

60代以上

全  体

2 . 3

2 . 2

2 . 1

2 . 1

2 . 0

2 . 1

2 . 1

2.0

2.1

2.1

2.1

2,0

2.0

2 . 1

2 . 2

2 . 0

2 . 0

2 . 0

1 . 9

2 . 1

2 . 0

2 . 2

2 . 2

2 . 4

2 . 3

2 . 1

2 . 3

2 , 3

2 . 4

2 . 2

2 . 1

2 . 0

2 . 0

2 , 0

2.1

全体の平均は2.1日と昨年と同じ数値になった。平成 16年は若干高かつたが、

ここ数年は、ほぼ同じ数値で移行 している。これを伸ばすことが県内消費額に

直結するので、産業振興計画などにより、将来的な戦略を持って対応する必要

がある。
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目的

形態

自然見物
口町歩き

名所旧跡
観光施設

休養口慰安 食べ物
神仏・霊場
巡り

その他

1   人

19年

18年

17年

家  族

19年

18年

17年

友人・知人

19年

18年

17年

団  体

19年 1

18年

17年

その 他

19年

18年

17年

全  体

19年

18年

17年

6 旅 行目的

(表3-8)旅 行形態別旅行目的割合 (%)

【参考】旅行目的割合 その他の内訳(%)      Ⅲ 19年のその他32%を 100%として内訳の割合を表示

本県への旅行目的の特徴は、自然見物 ・町歩きや名所旧跡 ・観光施設が半数

近くを占めていることである。特に団体旅行は名所旧跡 ・観光施設の割合が高

い数値になつている。

友人・知人などの個人旅行は、「食べ物」を目的とした旅行が年々増えており、

カツオのタタキをはじめとした魚介類のおいしさに対する感想も多く寄せられ

た。

また、その他の目的を見ると、 ドライブを含むなんとなくや、帰省、キャン

プなどが上位にある。

その他の旅行目的 イヘ
・
ント   |  ス ホ

°一ツ 買い物  | キ ャンプ  | な んとなく 十  帰 省  | そ の他

19年 全体
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7 入 込利用交通機関

676766+

(図3-9)入 込利用交通機関別割合の推移 (%)
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ン 占|ン島iン1白|ン名|ン冶|
貸切バス    航 空機    フ ェリー

雲15年 ン16年醸17年 118年 ■19年

その他

入込利用交通は自動車での来県が圧倒的に多く、これは例年通りの数値とな

った。高知県の観光をPRす る場所や方法 (メディアの使い方を含める)を 考

えるヒントになると考えられる。また、受入れ側の施設 (宿泊施設や観光施設、

観光協会など)は 、運転者にとつて必要な交通アクセス、駐車場、ガノリンス

タンド、観光地案内板の設置など、キメ細かい情報提供を考えていく検討が必

要である。
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8 旅 行形態

家族旅行の場合、誰に話を聞くかによつてこの比率の変動があると思われる。

1グループ 1回答の性格上、家族で訪れている場合に金額などの設問があるため

親が回答するケースが多かった。10代の
一人旅はバイク、徒歩 (四国人十八ヶ

所)な どが印象に残る。全体で見ると、2～ 3人の旅行 (大半が家族旅行と友

人 ・知人)が 多かった。

(表3-10)年 代別旅行形態別割合(%)

1人 家 族 友人知人 団体 その他

10 代
40 0

14 34 0

20 代
1

64 4 1

30 代
1 9年

18年

4 1

10

40   +t
1 9年

18年

1

10 1

50 代
1 9年

18年

1

62 1

60代以上
19年

1 8年

1

10 14 1

全  体
1 9年

18年

8 28 4 1

10 49 34 1

(表3-11)年 代別同行者数 (%)

旅行形態

年代
1人 2～ 3人 4～ 5人 6～ 10人 1 1人以上

10 代
19年 25 44

18年 14 38 10

20 代
19年 4

18年 14

30 代
19年

18年 10

40    +t
19年 45 8

18年 10 50 8

50 代
19年 4

18年

60代以上
19年 18

18年 10

全  体
19年 58

18年 10
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9 利 用宿泊施設

|■■3■|

1 5年

(図3-12)県 内利用宿泊施設別割合 (%)

(図3-13)四 季別県内利用宿泊施設別割合 (%)

％

００

９。

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

冬 ||||164(74)

‐||162(56)|

157(56)|||||

春

夏

秋

1096 100%

■ホテル・旅館 目公共の宿 口民宿コユースホステル醸実家口知人宅 題その他

アンケー トの調査期間が、お盆など長期の休み時期に行った関係からか、夏

に帰省のため実家または知人宅に宿泊した数値が上がっている。それが年間を

通 じた結果にも表れたのではないかと考えられ、その反面、公共の宿の数値が

下がる結果 となった。
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宿泊施設

年代
ホテル・旅館 公共の宿 キャンプ場 原:程干ユースホステル 実家B知人宅 その他

代
19年

18年

代
19年

18年

代
19年

18年

代
19年

18年

代
19年 1

18年

60代以上
19年 1

18年 1

全 体
19年

18年

(表3-14)年 代別県内利用宿泊施設別割合 (%)

前問と同じように、どの世代も公共の宿の数値が下がつている。その他キャ

ンプ場、民宿 ・ユースホステルなども若干下がつた。その分 40代 世代のホテル ・

旅館の数値があがっており、幅広い世代で実家 ・知人宅の数値が上がっている。
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10 県 内消費額

(図3-15)県 内消費額別割合 (%)

15年 24,960円

16年 25,900円

17年 28,200円

18年 26,190円

19年 23,780円

10%   20%   30%   40%   50%   60%   70%   80%   90%   100%

□宿泊費 □飲食費 □交通費 □土産代 □その他

宿泊費、交通費、土産代などは前年とほぼ同じ割合だが、飲食費の割合が大

きく伸びた結果が出た。日帰り客、宿泊者とも 「高知の食を楽しみたい」とい

う観光客の声が寄せられた。昨年 8月 に旅行情報会社がまとめた宿泊旅行調査

によると、「地元ならではのおいしい食べ物が多かった」という都道府県ランキ

ングで本県は第一位に選ばれており、アンケート調査においても、カツオのタ

タキをはじめ、年間を通じて高知の食を評価する意見が多かった。この評価を

大切にしつつ、カツオ以外の料理を県外客にどう伝えていくことが、次の課題

と考えられる。

//// /
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＼
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ギ
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(図3-16)年 代別県内消費額別割合 (%)

費目

年代
宿泊費 飲食費 交通費 土産 その他 平均金額

1 0  代
19年 10 21,160円

1 8年 24,920 円

2 0  代
19年 22,790 円

18年 14 10 24,200 円

3 0  代
19年 22,170円

18年 25,450 円

40   +t
19年 23,700 円

18年 26.400 円

5 0  代
19年 25,170円

18年 27,470 円

6 0代以上
19年 14 27,300 円

18年 10 29,440 円

全  体
19年 24 23,780 円

1 8年 26,190 円

年代別県内消費額は、昨年と比較して全体平均で約 2,400円程度下がつた結

果となった。50代 以上の世代の消費額は高いが、10代 ～40代 世代を上げるた

めの対策が必要である。「滞在型・体験型観光」の推進や、食事場所の情報提供、

若い人が興味を持つような生産の開発など、観光消費の拡大を図るための関係

者による検討が必要である。
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(図3-17)四 季別県内消費額別割合 (%)

冬 25,840円

22,020円

25,420円

21,630円

十１
　
　
　
　
”弘
河
（
ＥＢ
） 10% 20% 60% 80%30%   40%   50% 90%   100%70%

□宿泊費 □飲食費 □交通費 □土産代 □その他

四季別で県内消費額割合を比較すると、昨年と比べ大きく増えたのが春の飲

食費で、その分交通費、土産代が下がつている。(図3-16)で 前年より県内消

費額が平均 2,400円程度下がつていることを考えれば、飲食代の金額は前年と

同じ程度使つているが、それ以外の金額が下がつたために、飲食費の割合が上

がつたとも考えられる。

2 7 ( 2 9 ) 24(22) 25(25) 15(17) 9(7)

|
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県内宿泊地割合

幡多
28(24)

高幡
8 ( 1 1 )

中央西

7(1 0 )

(図3-18)県 内宿泊地割合 (%)

東部
7(8)

圏東部

(東洋町～芸西村)

□中央。中央東

(香南市夜須町～高知市)

□中央西

(いの町～仁淀川町)

2高 幡
(須崎市～四万十町)

田幡多

(黒潮町～大月町)

中央口中央東

50(47)

( )は H18年

今年から調査地点の変更があり、昨年とまったく同じ条件ではないことを前

提にする。県内宿泊地の割合は、半数の 50%が 中央 ・中央東となつた。昨年と

比較 しても前年よ‐り3%多 い。幡多方面も4%増 加 した結果となつた。高幡
・

中央西は吾川地区で取つていたアンケ
ー トがなくなつたので、数値が下がつた

影響が考えられる。
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12 調 査地別分析

(図3-19)調 査地別旅行目的割合 (%)

全 体

室戸岬

桂 浜

足摺岬

龍河洞

土佐和紙工芸村

大豊町

黒潮本陣

四万十川周辺

10%        209t        30%        40%        50%        60拷        70%        80%        90鴨

□自然見物 夕体養・慰安 回アウトト
・
アヰャンプ物食べ物 露神仏・霊場巡り目観光施設 皿その他

旅行目的割合によつて、地域の特徴や特性がわかる。室戸岬 ・足摺岬は、神

仏 ・霊場巡りが多いという数値になつた。室戸岬は自然見物も多かった。

龍河洞や桂浜は、高知観光のスタートであり、観光施設の数字が高かつた。

大豊はアウトドア、 ドライブが多く、嶺北地区の特徴を出している。

また、黒潮本陣は食べ物が 31%で あり、突出した数字になった。土佐和紙工

芸村はその他が 51%と なつているがその内訳の中でも帰省が多くtこ れは高知

に帰省して観光する場合と、高知から帰省地 (愛媛県や広島県など)へ 向かう

時の通過点という両面があつたものと思われる。
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(図3-20)調 査地別旅行形態別割合 (%)

全 体

室戸岬

桂 浜

足摺岬

龍河洞

土佐和紙工芸村

大豊町

黒潮本陣

四万十川周辺

20%    30%    40% 50% 60眺 70% 80眺

口家族 口知人・友人 ン1人 に!団体 ■その他

旅行形態別割合を見ると、家族旅行が約 60%、友人との旅行が約 30%と あり、

個人旅行が中心となつている。室戸岬や足摺岬で
一人旅行が多いのは、四国人

十八ヶ所の遍路旅と、バイク旅行が考えられる。

桂浜、龍河洞、四万十川の団体旅行は旅行会社が主催するツアー (団体旅行)

が多く、大豊や黒潮本陣などの団体は、地元の町内会や病院等のレクリエ
ーシ

ョンなど日帰り観光が多かった。

珊
ン
ン
ん剰

‐刺
ド瑚
‐沖
ギ
ン

3110

t!:1111
90%    100%
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(図3-21)調 査地別過去来県回数別割合 (%)

1691

24

50% 60%    70%    80%    90%   100%

盟初めて  2回 目 い 3回以上

／
ト
ーー！！―！
一

●

■
　

一！
８
！

龍河洞

全体
室戸岬

桂 浜

足摺岬

土佐和紙工芸村
珍ンンンンン

大豊町

黒潮本陣

四万十川周辺

10%

観光客のこれまでの来県回数は、全体として初めて高知へ観光に来た方は

25%、 三度 目が 20%、 三回以上が 55%と なつている。高知観光の入 り日となる

桂浜をはじめ、四万十川や足摺岬に、高知に初めて来た人が訪れる害J合が高い。

逆に、大豊 (ゆとりすとパークおおとよ ・道の駅大杉)や 黒潮本陣、土佐和紙

工芸村などは 3回 以上のリピータ
ー率が高いのが特徴 といえる。

一■

■
！　

　

２０

　

！

熙
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(図3-22)動 機 男u害 1合  (%)

全 体

室戸岬

桂 浜

足摺岬

龍河洞

土佐和紙工芸村

大豊町

黒潮本陣

四万十川周辺

0%        10%       20%       30斉 80%        90鴨        100%

□知人・友人の話 物前回のイメージ ロメディア等 物PR囲 イカーネットロ旅行業者の紹介 皿希望 目用務=帰省等 §その他

高知県 (あるいは個別の観光地)を 選択するうえで参考にした項目は、全体

で知人・友人のロコミが 10%、前回のイメージの印象からが 15%、マスメディ

アによる紹介が8%、 本人の来たかつたという希望が41%と なった。

黒潮本陣は前回のイメージが良く満足度の高さの表れではないだろうか。四

万十川はテレビや雑誌などメディアを見て来る観光客が多かつた。足摺岬は本

人の希望が多く56%と いう数字になつた。
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【参考】 高知県を訪れた観光客の意見

※意見 ・感想を高知県観光動態調査から
一部抜粋 意 見の前の記号は、O=評 価できる点、ハ=提 案、改

善が必要な点、◇=そ の他 に 区分して表示

【 土 佐人のイメージ 】

○人が優しく、何を聞いても親切に答えてくれます。

○居酒屋で飲んでいたら、普通に隣のテ
ーブルの人が話しかけてきて面白かつた。気さく

な人柄、人があつたかいと感じた。

○高知の人は親切、人情がある。(以前、道を訪ねたら、そこまで車で送つてくれた)

①人が元気、明るい。よさこいのパワーがすごかつた。

【 高 知県のイメージ 】

○自然が豊か。海がきれい。温暖。ゆっくり、のんびりしている。

○毎年、子どもが川で遊ぶのを楽しみにしています。海や山や川など、自然と遊ぶ場所が

いっぱいある。

○高知県は四国の中でも観光地がたくさんあると思う。

△坂本龍馬やジヨン万次郎など、歴史上の人物のイメ
ージがある。もつと関連した施設や

企画展などが沢山あれば、何度も来くるかも。

【食のイメージ】

○魚、うなぎ、鯨、野菜。何でも食べ物が美味しい。カツオが美味しい。

○高知には食 (カツオのタタキ)を 楽しみに来ました。とても美味しかったです。

○普段、魚を全く食べない子どもが、黒潮本陣のカツオのタタキなら喜んで食べます。

○食べ物が美味しい。清水サバとか地場のものを美味しく食べれるところや、旬の美味し

い果物を買えるところを知りたい。

○四万十の川海老が美味しかつた。ここの天然鰻を毎年食べに来ています。

○高知の魅力は美味しい食と酒と人情。

【 お もてなし 】

△道の駅の食事で出す順番が後回しになつたのでクレ
ームをつけたが、謝り方にも誠意が

なかつたので一段と腹がたった。

○旅館の対応が素朴で良かつた。    i

O旅 館の対応がとてもよく、食事も美味しかった。これならまた来たいと思つた。

△ホテルの人が観光の案内に全然積極的でないのに驚いた。(聞いてもわからないと言われ

たり、貼り紙を見せるだけで説明してくれない)

①ビジネスホテルがとても安いのにきれいなので驚いた。対応も良かった。

△お生産物店が夕方 5時 に閉まる観光地がある。観光シ
ーズンには観光バスがその後も入

って来るのに。もつと観光客を大切にしたらいいのにと思う。

△温泉と川遊びを楽しみに家族で来たが、着いてから温泉が故障で入れず、川の水もほと

んど無いことがわかつた。事前にそういつた情報を全く提供してくれない宿の姿勢に、

家族全員ブルーになりました。



【 情 報 / 案 内板 】

△四万十川の観光ポイントがわからない。期待はずれで、もう二度と来たくないと思つた。

△高知はいいところがあるのにPRが 足りないのでは?大 まかなありきたりの宣伝より、高

知らしさが伝わる個性的なところの紹介をしてほしい。

△初めての人にはアクセスの情報が少なく、わかりづらい観光地だと思います。全体の位

置関係と、いろんなケ
ースにあわせたモデルルー ト、所要時間などの情報があるとわか

りやすいです。

△この時期は何が旬とか、地元ならではの食べ物は何かとか、それは何処で買えたり食べ

られるのかとか、知る場所がほしV 。ヽ

△観光地で高知の全体の位置関係がわかる案内板も欲しい。

△道路案内板があるところは、無駄に多くあるし、無いところは全然ない。もつと、使 う

側の立場になつて適切に誘導できるよう考えて設置したらどうだろう。

△初めての人には案内板が少なくわかりづらいかも。分かれ道とか必要な個所にポイント

をおさえて標示して。あと、時間や距離の標示を
一緒に。

△観光地の案内板が現地近くにしかないので、もう少し手前から誘導して欲しかつた。

△道の駅等で、周辺の観光スポットがもつと魅力的に伝わる看板などがあれば、そこにむ

かつて行くのではないか?ガ イ ドブックにのっていない、地元の情報が欲しい。

△イベントなどの時も、会場の入口だけでなく、もつと案内板を出して手前から誘導して

欲しい。Tシ ャツアー ト展につくまでに不安だつた。

△紙の鯉のぼりのイベントの表示が国道の通りになかつたので、通り過ぎてしまいました。

せっかくのイベントなのにもつたいない。観光立県としてはとても配慮不足だと思いま

す。

△川バス待ち合い場所に案内がなく、どうやつて並んで待つていいのか皆困つていた。

【 設 備/美 化 】

○以前に比べて、 トイレもゴミもキレイにしていると思う。

△足が不自由な人の為に、貸出の車椅子が観光地で用意されていると助かる。

△高知県の観光地はバリアフリーの整備が遅れていると思う。階段とか年寄りに危険な場

所が多い。

△車柿子で見るルー トがあるのか、観光地の入口で判断できる標示がほしい。(足摺岬で途

中、舗装がなくなりあきらめた)

△休憩所の赤ちゃんのオムツを替える場所が少ない。

△観光地はキレイだが、道ばたにゴミが多い。

△公共の トイレは洋式が少ないので、もつと増やして欲しい。

△宇和島から四万十川まで休憩所がなく、やつと見つけた トイレも汚くて入れなかった (ゴ
ールデンウイーク中)

①観光地の トイレは思つたよリキレイ。道の駅やコンビニが増えたので、不便は感じない。

△高知は陽射しが強いので、観光地にもつと日陰や休憩できるスペ
ースがあればいい。

◇高知は郊外の自然の緑は豊かなのだが、街中とか街路樹とかの緑がないのはどうしてで

すか。

△子どもが喜ぶ施設があったら、もつと来る。自然の中で遊ぶには良い環境だが、雨など

天候が悪い時に連れて行く場所がない。安心してゆっくり子どもが過ごせる施設があれ

ば助かる。
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【 交 通事情 】

△公共交通機関が不便。種類も便数も少ない。車でなければ、行きたいところになかなか

行けないなと感じた。

△早く高速が延びて欲しい。高知は東西に長く、観光地が離れているのでインフラの整備

は絶対必要でしょう。

◇高速や トンネルで便利になって欲しいと思う反面、そういつた道ばかりになつてしまう
のは景色を楽しめないので残念に思う。

◇国道なのに、とても狭く走りづらい道があリビックリした。(特に出中の道)

△四国に渡る橋がもつと安くなれば、もつと人が来ると思う。

△四万十市方面に行く途中、見どころが何もないまま延々と走る気がする。高知は海のイ

メージがあり、せめて景色が良ければと思うが。

△電車道路がわかりづらく、車線変更や害けり込みが多いので驚いた。

△渋滞していると思つたら、高齢者運転マークをつけた車がゆつくり走っているだけだつ

た。安芸室戸方面は追い越し車線がない 1本道が長く続くが、何か対策はないだろうか。

△夜須、いのの自然渋滞を解消して欲しい。

△バイクの為の駐車場をかまえてないところがある。

△高知の車は左側ギリギリを走る車があるのでバイクには走りづらかつた。

◇信号が少ないので北海道なみに走りやすい。景色もよいのでツ
ーリングには最適。

△サイクリングロー ドをもつと整備したら、四万十川をじっくり見てもらうことができる
のではないか。せつかく県外から多くの人が来ているのにもつたいない。

【 そ の他 】

△お菓子とかありきたりのお生産品ばかりでなく、地場産品をいかしたお土産がもつとあ
つてもいいと思う。視点を変えてお生産を考えてみて。

①道の駅に併設されているような農産物の直販所はとてもいい。新鮮で旬の地元の物が生

産者の顔や名前がわかる形で販売されているのは、魅力的。

△高知は交通費はかかるけど、現地でお金を使いたいと思う所があまりない。

△高知はいい自然がたくさんあるのに観光に活かされてないのでは。私は瓶が森線など、
より自然が感じられる道が好きだ。

△田舎寿司とか自然とか、素朴な良さを伝えたらいい。思つたより方言を聞けないのが残

念。

△都会の人にとって、高知県の自然はとても魅力的。カヌ
ーや、サーフィン、ツーリング

など、もつと的をしぼつたPRを したら効果的かも。そして、そういつたアウトドアで

来た人が気軽に泊まれる宿が必要。

△大正市場が年々観光地化 して、値段も高くなりつまらなくなつた。以前はおばちゃんた

ちとのやりとりが楽しく、人にもたくさんロコミしたのだが。
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高細県観光客7ン ケート調査票   今 回の旅行に関してのアンケートにご協力ください。
高知県観光行政の参考にさせていただきます。(高知県観光振興課)

1整 理番号 2調 査時期 3調 査 地 4調 査日

0100～室戸岬 0200～桂浜  0300～足摺岬

0500～龍河洞 0600～土佐和紙工芸村

0700～ゆとりすとパーク  0900～ 黒潮本陣

1000～四万+川 を見北赫瞥総乗場

年及び季節別

1冬 3夏

2春 4秋

〕1室 戸岬 02桂 浜  03足 摺岬

〕5龍 河洞 06土 佐和紙工芸村

〕7ゆ とりすとパーク  09黒 潮本陣

10四 万キ川観光挿管船棄場

日

日

日

曜

平

土

休

１

　

２

　

３

回答欄

問 1.

2

1

あなたのお住まい(居住地)について教えてください。

高知県内 → 市町村名を具体的に[ ]

メ 5帯 コー | を記 入

【限定質問】
高知県を訪れるのははじめてですか。
1 は じめて   22回 め   33回 以上

問2_石なたご自身のことについて教えてください。

1  年  齢         1  1 0代    2  2 0代    3  3 0代    4  4 0代    5  5 0代    6  6 0代 以上

2性 別 1男 2 女

今回のご旅行の同行者の人数を教えてください

1 人

３間

　

‐

【限定質問】    ′
具体的には、どなたとご一緒ですか。
1 家族  2友 人口知人・恋人 3団 体(職場。学校ロサークル、地域団体等)

4そ の他(             )

問4、今回のご旅行のきつかけを教えてください。

1 知 人口友人の話  2前 回のイメージ  3宣 伝 (TV・ラン
・
オ・雑誌等)4 PR(ハ

°
ンフレットヰャンヘ

°一ン等)

5イ ンターネット(携帯電話含む)6旅 行業者紹介・ツア
ー参加  7来 たかった口家族の希望

8帰 省口仕事等  9そ の他

間5,今 回のご旅行の主な目的む 教えてください。

01 自 然見物口町歩き 02休 養・慰安 03祭 リ
ロイベント 04

05ス ポーツ(フ
°
日野球キャンプロ観戦など)06食 べ物(味覚・酒)

09名 所旧跡・観光施設などの見学口行楽 10な んとなく(卜
・
ライフ
・
等含む)

登山ロアウトドアロキヤンプ
07神 仏口霊場巡り 08買 い物
11 帰省口仕事 12そ の他( )

問6.今回のご旅行の企画・手配に●Lhて教えてください。

な黒給夢験 族踏道縄 貨酵菜竪蜃雪鎌潔軽罹桝じ埼_プランを使っている
3旅 行代理店でコースが決められている添乗員付きの旅行プランを使っている

車 旅行で利用する主な交通手段について教えてください。

(1)高知県までの移動手段(県外の方のみ)

ol 鉄 道  02高 速バス(路線パス含む) 03定 期観光バス

06レ ンタカー  07飛 行機  08フ ェリー  09バ イク

04貸 切バス  05自 家用車
10そ の他(自転車口徒歩等 )

(2)高知県内での主な移動手段

ol鉄 道  02路 線パス  03

06自 家用車  07レ ンタカー
定期観光バス(My遊ハ

・
ス等含む) 04貸 切バス  05路 面電車

08タ クシー・ハイヤー  09バ イク 10そ の他(自転車
口徒歩等 )
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間8.今 回の旅行の日程 (予定を含む)につ

1 日サ予り

【限定質問】
高知県
Pで
の宿泊

宿泊場所(市町村)別、宿泊施設の種類別
に宿泊数を教えてください

宿泊数 宿泊数

乏―ぽ等長霞窮群―――――
十【至亜壺三H去田め、_十一―
3中 央西地域
_工 生の町主生差担翌立_十一―
4高 幡地域
(須崎市 ～四万十怖)

1 ホ テルロ脈幅

2公 共の宿

3キ ヤンプ場

碑イダ．
民

ラ

４ ―スホステル
ズイン

5幡 多地域
`皇 湖 E T～ 大 日肺 )

百 実家口知人宅

して 6そ の他 (テント・早甲泊寺,

豆 今回の旅行で訪れる主な観光地について教えてください。

高知県に入ってから当地に来るまでに訪れた(または、これから訪れる予定の)主な観光地
口施設について

訪れた順番に教えてください。

9

10

14

15

東 部 地 地 域 地 域

選
択
肢

コ
ー

ド

n l 02 03 04 n 5 06 08 09 10 12 13 14 1 5 16

洋

町

　

室

戸

市

村 町野 奈

町半

馬   禾 叫

路 北 安 町

村 川 田

田

安

芸

市

　

士
〓
西

対

否
南

市

円
国

市

官
美

市

大 町本

):1 山

村 土 町

佐

町 大

豊

局
知

市

い

の

町

工
佐

市

・
春

野

町
　

口

高

村

サ1 1

仁 町

淀

川越

町知

甲須

土 崎

佐 市

町

原

町

ｔ
淳

野

冊

四

万

十

町

四黒

万 潮

十 町

市 も

値
毛

市

　

三

原

工
佐

清

水

市

入
月

町

選択肢ョード
1

2

3

4

5

6

7

いて教えてください。

1 県 内にお住まいの方

総予算で      円 くらい

(内訳 ) 十 万 万 千 1百

1宿 泊費

2飲 食費

3交 通費

4土 産代

5そ の他(入場料など)

2旅 行代理店の旅行パックを利用している場合
1旅 行代金1人あたり

2土 産物、飲食など
「1」の旅行代金以外

県外にお住まいの方

総予算で

(うち高知県内

円くらい

円 )

(内訳) 十 万 万 千 i百

1宿 泊費

2飲 食費

3交 通費

4土 産代

5そ の他(入場料など)

間11_ご意見・ご感想
~(他
県と比べて良い点、悪い点等喜ゐ南かせください)

※冬季は'この季節に高知へ来られた主な理由、高知の魅力など(冬季観光対策の参考意見として)」をお聞かせくださ
い。

※ご意見をお聞かせください。                             該 当にOをしてください

1交通機関の対応   1非 常に対応がよい 2まあ対応がよい 3普通 4やや対応が悪い 5非常に対応が悪い  ※タクシ
ー・バス・電車・汽車・その他

2旅 館ホテルの対応   1非 常に対応がよい 2ま あ対応がよい 3普 通 4や や対応が悪い 5非 常に対応が悪い

3観 光案内板環秀導板について 1非 常にわかりやすい 2ま あわかりやすい 3普 通  4や やわかりにくい 5非 常にわかりにくい

4トイレについて     1非 常にきれいであつた 2ま あきれいであつた 3普 通  4や や汚い 5非 常に汚い

5美 化・景観について  1非 常にきれいであつた 2ま あきれいであつた 3普 通 4や やごみが多い 5ご みが多く景観が悪い
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ご協力ありがとうございました
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